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ファルマバレーセンター

牧野　寿人
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●県内に主たる事業所を有し、ファルマバレープロジェ　

　 クトに参画する下記に該当する中小企業者、組合等で
(1)ふじのくにの宝物に掲載されている者
(2)ファルマバレーセンターによるコーディネートにより　　
　　　医療機器等の事業化、製品化、販路開拓に取り組　　　

　　　んだ実績のある者

(3)かかりつけ湯協議会に参加している者。
(4)上記のほか、プロジェクトへの参加を希望し、ファ　
　　　ルマバレーセンターによるヒアリングにより今後プ

　　　ロジェクトとの連携が見込まれる者。

＊病院・薬局、卸は基本的に対象外。

　　　　（当資金の前提は製造業向けの利子補給制度）
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医療健康産業分野(医療介護機器、診断薬・治療薬、
医療健康サービスなど)の研究、開発、製造、販売
等に必要な、「設備資金」、「運転資金」。

　（運転・設備同時申込可）

◎補足（重要！！）

申込企業が医療機器等を製造していなくても、機　

器を製造している企業へ対して、部品、部材供給をし

ているということであれば、申込可とすることが多い。
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（注意）
・申込前に契約済み、購入済み、
　　設置済みのものは設備資金の対象外です。（見積書の日付に留意）
・補助金のつなぎ資金も対象外です。



第1条件：融資対象者に合致すること
  ＊当クラスターの基本概念である「医療健康産業の推進」という概念から、
　　 逸脱しないこと。
　   （医療健康産業に関連する企業が対象）

今後プロジェクトに参加を希望し、ファルマバレーセン
　ターと各金融機関によるヒアリングにより今後プロジェク
　トとの連携が見込まれる者。
　
第2条件：資金使途が以下に合致すること
・ 医療健康産業分野(医療介護機器、診断薬・治療薬、医療健　
　康サービスなど)の研究、開発、製造、販売等に必要な設備資
　金、運転資金。

　　＊ご不明な点は、事前にお問い合わせください。
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①クリック ②クリック

http://www.fuji-pvc.jp/

http://www.fuji-pvc.jp/project/company.aspx
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Web版：http://www.fuji-
pvc.jp/project/company.aspx

冊子版



（資料３、ご参照）

　 ヒアリングは、ファルマ
バレーセンターが、審査を
申し出た金融機関に対し
て行う。

　さらに、ヒアリング結果で
疑義のある場合にはファ
ルマバレーセンターの職
員が企業等に出向き、調
査を行う。
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利子補給　最大0.67％

プロパー、保証付き　双方利用可

●利子補給が最大化する金利の構成は・・「1.34％」以上です。

0.67％お客様負担　⇒　ご提案金利

0.67％利子補給　　・・・　0.67％+0.67％　＝　1.34％

＊仮に2.00％（出来上がり）の場合

お客様負担1.33％　⇒　ご提案金利

利子補給0.67％　　・・・　1.33％　+　0.67％＝2.00％
●利子補給が利息を上回ることはありません。

＊仮に１％の場合：お客様負担0.5％、利子補給0.5％

●融資の取り扱い（規則）については各金融機関の規定に
則って実施して下さい。
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様式1号 様式16号 様式16号別紙
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＊土地、建物取得のための資金の場合のみ様式　
　　17号が必要です。
＊該当する設備の見積も提出願います。

各様式の掲載先
（静岡県公式ホームページ）
“静岡県　商工金融課”　で検索
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa
-540/seido/index.html
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＊令和２年度より追加された書類です。
　　ご不明な点は、ファルマバレーセンター
　　事業推進部までお問い合わせください。

この様式の掲載先
（ファルマバレーセンター公式ホームページを
　ご確認ください。
http://www.fuji-pvc.jp
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クラスター産業分野支援貸付

“氏名”のままの申込が散見されます。
“川勝平太” としてください
　　　　　　　　　　↓
二重線で消し・手書きでOK！
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事業内容

この欄については、別紙の通り、別紙参
照として別に資料をつけていただいても
問題ありません。
記入例）別紙「16号別紙」を参照。

○などは、不要です。

ファルマに“〇”を付して下さい。

※手書き・ワードでの作成どちらも可

書類送付先
〒420-8601
静岡市葵区追手町9-6
静岡県庁経済産業部
商工業局商工金融課
TEL　054-221-2513



○事業内容：
・現在当社がどのような仕事をしているのか。

・具体的に「どこ」の企業に納める「なに」を作っているのか。
・今回申し込むことになった背景。
・当資金で何を行うのか。

○今回申請とクラスターの関連性

記入例）当資金にて○○（上記）の事業を行うことによって、
静岡県が中心となって推進している医療健康産業の更なる
発展を企図するファルマバレープロジェクトの推進に寄与す
るものである。
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〇企業様の売上と今回の借入のバランス。

申込企業の医療健康産業事業の売上と借入のバラ
ンスを整えてください。

今後始めていく（参入する）という場合は、今後の計画
を記載してください。

　　　　　　　　　　　　　　　↓
現状、医療健康産業に参入していなくても問題ありま
せん。
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①医療機器の部材供給をしている企業が、発注先か

らの依頼により増産する。その為に必要な、増加運転

資金を申し込む。

②雑品（薬機法でいう医療機器に該当しないが医療

介護などの現場で使用される物品を指す）を製造、販

売する為の運転資金を申し込む。

③医療機器、医薬品を製造、販売している企業が設

備を導入し、新たな事業に着手する為の設備資金と

当面の運転資金を同時に申し込む。
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今までの「クラスター貸付」は時限施策でしたが、県と
して、当資金が有効に利用されているということで

　「恒久的な資金」へと変更されました。

申請の方法もこれまでよりも若干ですが、簡素化され
ました。（様式16号別紙）
ファルマバレーセンターにお問い合わせ下さい！

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　医療健康産業に関連する企業様があるが、このよう　　　　

　なケースは対象となるか、この資金使途は対応可能　

　か、などお気軽にご相談ください。
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公益財団法人　ふじのくに医療城下町推進機構

　　ファルマバレーセンター　事業推進部

　　　　　　　　　　　　　　　担当　杉山、片山、牧野
静岡県駿東郡長泉町下長窪1002-1

TEL　０５５－９８０－６３３３
FAX　０５５－９８０－６３２０

URL　http://www.fuji-pvc.jp/
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